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図4:振動子強度の分布の振動数依存性｡左図はT,=1､右図はrB=3の場合を表す｡電子数Nは(a)50,(b)72,(C)90｡外径 bはa=0の場合にN=92になるように固定し､内径 aを動かした｡
C(a/b=0･28)では2つのピークの区別は出来ない｡)
図3(B)は各吸収ピークでの誘起電荷分布を表している｡(誘起電荷はcosβに比例することが示され
【7】､図では∂=0での動径方向依存性を示す｡)これを見ると､低エネルギー側のピークでは動径方向
にはノードがなく､高エネルギー側のそれでは1つのノードを持つことがわかる｡
線幅の議論を行うには､振動子強度を導入するのか便利である｡分極率は振動子強度の重みで複数
のLorentianを重ね合わせた形で書ける【7】｡ 図4にその分布を示した｡
まず低エネルギー側のピークに着目すると､最大の振動子強度 1つだけから構成されていることが
わかる｡これは1電子レベルの離散性に起因している｡Iartree-Fockで得られる基底状態を見ると､薄
い球殻系&(b)で電子は18,1p,1d,1f,1g(18,1p,1d,1f,1g,1h)レベルを占有する｡非占有軌道の中で
は28レベルは lh(1g)レベルより非常に高い所に位置する【7,81｡ 従って､最大の振動子強度は主とし
てlo- 1h(1h-li)の励起から形成される｡一方､残りの振動子強度は1ト一2L,(t,t′主S,p,d,-)
の多くの励起から構成され､従ってそれらの位置は､最初の振動子強度から高エネルギー側に大きく離
れる｡
図4中の高エネルギー側のピークは､それら多くの振動子強度から構成される｡その広がりは非対
称で､高エネルギー側に裾野を引く様子が見られる｡その線幅はおおよそvF/(A-a)と一致しているこ
とがわかる｡
§5.結論と考察
まず古典論の結果 (図2)と量子論の結果 (図3)を比べると､ピークの大小関係が逆になっている(図
2の横軸が波長になっていることに注意)｡それは誘電関数 C,,Emゐ効果のためで､それらをEoにすると
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図3と同じ大小関係になる【5】｡いずれの結果でも､球殻が厚くなるにつれて2つのピークは互いに近づ
き合う｡よって､ピーク位置のサイズ依存性に関しては､両者の結果は基本的に一致していると言える｡
一方線幅に関しては､量子論では(i)低エネルギー側の鋭いピーク､(i)高エネルギー側の非対称性､
と言うエネルギー･レベルの離散性を反映した特徴が現れた｡それらは古典論では説明出来ない量子サ
イズ効果である｡球状の微粒子と比較すると､球殻微粒子では量子サイズ効果がより容易に現れる可能
性がある｡Zhouらの実験 【3]ではその効果がはっきりと見られる程には系が小さくないが､C60分子の
表面に金属をコートした系 【41等ではその観測が期待される｡
最後に線幅の起源について述べる｡線幅がvF/(a-a)と一致する結果は､その原因が微粒子表面で
の散乱であるかのように思われる｡が､今､表面の効果はSchradinger方程式の境界条件として扱って
いるだけで､そこでの非弾性散乱の効果は入っていない｡ゆえに､線幅の原因はLandau減衰の機構に
よるものである｡その議論はすでに球状の微粒子に対して､川端､久保によってなされている【21｡
この研究は川村 清教投 (慶大理工)との共同研究によるものである｡
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